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福岡市と九州⼤学及び⽇⽥市は、静岡県⽴⼤学や⼤分県の研究普及機関、農協、農

家などと連携し、農林⽔産省の「下⽔汚泥資源の活⽤促進モデル実証」に 4 ⽉ 25 ⽇

に採択されましたのでお知らせします。 

この実証事業では、九州⼤学で開発したメタン発酵消化液から肥料成分を分離濃縮

回収する技術を⽤いて、福岡市で下⽔から回収した再⽣リンと、⽇⽥市で製造された

濃縮バイオ液肥（Bio-CLF）を混ぜ合わせ、収穫する作物や⼟壌の特性に応じて調整

できる肥料を製造・開発し、農作物への影響などを調査します。 

⽣産農家にとっては、それぞれのニーズに合った肥料を使⽤できることで、コスト

削減につながるとともに、農作物が育ちやすく、環境にやさしい⼟壌になることが期

待されます。また、家庭や事業所などから排出される下⽔に含まれるリンを回収した

再⽣リンを使⽤することから、下⽔資源等を活⽤した循環型社会の構築にも貢献しま

す。 

今後は、令和５年度中に実証施設を⽇⽥市に設置し、令和７年度までの３年間をか

けて、混合肥料の製造技術・効果等を検証します。 

 

 

 

再⽣リンを利⽤した 
新たな肥料利⽤の実証事業を開始︕ 

【お問い合わせ先】 
●事業全体に関する事 九州⼤学  ⽮部  TEL 092-802-4693 FAX 092-802-4693 
●再⽣リンに関する事 福岡市下⽔道計画課 中⽥  TEL 092-711-4514 FAX 092-733-5533
●製造に関する事 ⽇⽥市施設⼯務課  ⻑野   TEL 0973-24-3350 FAX 0973-24-3411 
●圃場試験に関する事 ⽇⽥市農業振興課  ⽮⽻⽥ TEL 0973-22-8211 FAX 0973-22-8246

福岡市の再生リン 日田市の濃縮バイオ液肥

混

合

肥

料 

栽

培 

実証事業のイメージ

農
作
物
へ
の 

影
響
な
ど
を
調
査 


